






母児の危険の原因となる母体疾患のうち今回は妊産婦死亡,周産期死亡の上で最も高い頻

度を示す妊娠中毒症と,生物にとって最も重要である糖代謝の異常である糖尿病,また近年

治療によって正常に生育し生産年令に入って来るアミノ酸を中心とする先天性代謝異常疾

患を持つ者の妊娠についてその実態と現在の問題点,これに対する保健指導法の確立が本

研究の課題である。 

これらの疾患は互に類似点を持ち,また関係し合っている。糖尿病妊婦は極めて高い妊娠中

毒症罹患率を示し,逆に中毒症妊婦は重症型で糖代謝の異常を来す。糖尿病と先天性代謝異

常症は明確であるか,不明瞭であるかの差はあるが遺伝という共通背景がある。また代謝性

疾患のため母体が一見正常に見える場合でも児は重篤な危険にさらされる事がある。しか

しこれらを一括する事は不便であるので,妊娠中毒症,糖尿病,先天代謝異常の三部に分け

て述べる。 


